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☆中支戦線より火星槻神叩に望む阜
　今年の火星は，最近距離5800，0000キロメlFルに手妾近して，一睨直得は24”
2となり，小口樫の観測が最も容易となります．位置は射手座附近に五心が起
．り，観測子忌としましては，有力な英國や高緯度の地方より遙かに理想的であ
ります．此時，火星世界ではIOJゴ29日にあたり，丁度流心球の秋の中頃であb
衝の火星の中心緯度は北緯7度牛であります．然し，其も次第に北に移って・
年末には25度に近くなります．そして，北極冠が認められるのですが，7月末
は北極冠が夏至を過ぎて8ケ月目であり，特に太陽黒鮎に關係があb・・又・今
年は太陽昏夢が非常に獲達してゐますので，其の影響を受けて，極冠は解けて
最も小さくなり，或は小口裡では全く認められなくなってみるかも知れませ
ん．然し，共れと反封に，南極冠は非常に大きく形域されてるます事と思はれ
ます．そしてPickering氏の観測によれば，北極婬は秋の宥りには，其の上に
急に白い雲が出現して，忽ち極冠をvei1し，其後，再び白雲が消失すると同時
に，其の下に大きな極冠が形成されてみるとの事ですが，當然此れは太陽熱を
庇の雲によってさへぎられた：事によって畿達したのであらうと思はれます．今
年の接近の時は，此の意味で．最も興味ある事と思ひます・若し・槻測中・其
の雲を蛮見せられた人があれば，嚢見日時の記録を願ひたいと思ひます．
　其他，模橡の移動を観測する目的で，最も模檬の位置を出出るだけ正確にし
て頂き厚いと思ぴます．例へば，攣星の光階目測の如く，少し熟練すれば割合
jE確にスヶッヶ出駆ると信じます．其は火星の覗直径を標準にして目測出歯ま
すし，叉Ml（rometerで観測する方法もありますが・此の：方は思った程正確に
出來ないさうで，極冠や親直撃の観測すら・實際Seeingの爲に慣まされて・
思った程観測出來ないらしく，まして模様の位置の観測には甚だ困難であ1P　・
眼覗が遙かに優れてみるやうに息はれます，今迄の台輪員のスケッチは，模様
のlntensityのみの，極あて観測範幽の狭いものでありましたが，今年より出
來るだけ注意して，スケッチも初めはDiskの中心よb．書いて頂き・初め吾出
されたTlm，で中央経度の決定を願ひたい．時計も出來れば正確に3分以内は
』E確なる事も望ましく，5分も違へば，既に火星面では・1度2もつれてみる
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　叉譲の棚も・1936年＋二二脈粉智慮氏醗見せられたので拙
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の働漏る翻FこはIE像Eye－P‘eceが必要となり，堀牧差のある1，，e一
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菰一定の蹴口的として，1瞭るだ眼油壷。從軋て恥た
烈烈欝岬厭と相∫軌細論藍蝋て凹くや・
　　　　　　　　　　縦佃より餓き較の桝より前田治久
　　　　　　　　ウ　　　　　・ウ　　　　　φ　　　　　　ぐ
しgi’　240　1tiaり襯他儲昆狂脚雌劇1幌いふUt’figla・球油皿
が期系を顛メンバ】とする酪約25萬解もあ’・’“》）の駄ではあるヵ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ限職整然琳卿ル群群超星團を共’こ灘・て居・事を測
る・恐らく梱ま此劇こ拗’｝鞭雌敲な購を始めて罪する撫る
のだ！　（佐登犯課）
